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レ ス ポ ン サ ビ リ テ
──現在の鋭い切っ先によって──私は、応答することの可能性〔責任〕として







































































































































































































































































約聖書での用例は、ルカ 2 : 47、20 : 26、ヨハネ 1 : 22、19 : 9の 4回である。ルカの























    発言する場合にも、「答えて言う（απεκριθη λεγων）」（マタイ 25 : 9、マルコ 15 : 9、ヨハネ 1 : 26ほ
   か）や「答えて言った（αποκριθειϛ ειπεν）」（マタイ 3 : 15、マルコ 14 : 48、ルカ 1 : 19ほか）等の
言い回しとして使用されている（BDR, §420, 1.2 ; BA, 187参照）。
（２７）マルコ 3 : 33、6 : 37、7 : 28、8 : 4、29、9 : 5、6、17、19、10 : 3、24、51、11 : 14、22、29、30、33、
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  エスに「お前は何も答えないのか」（ουκ αποκρινη ουδεν ;）と尋問する箇所である。
ここには黙秘という名の応答を貫くイエスと何としてでもイエスからユダヤ教に対す
る冒瀆の言質を取りたい大祭司との間の逼迫した応酬が描かれている（31）。
（4）14 : 61は 60節の尋問に対してイエスが黙秘（沈黙）する場面である。大祭司
の「何も答えないのか」という問いに対して、「だが彼は黙したまま、何も答えなか
             った」（ο δε εσιωπα και ουκ απεκρινατο ουδεν）ことが記されている。これもまた
「黙秘」という名の応答であり、イエスは黙秘することによって、自らに対する権力
──────────────
（２８）Rudolf Pesch, Das Markusevangelium II. Teil. Kommentar zu Kap. 8, 27−16, 20, HThKNT II, Freiburg/
Basel/Wien : Herder, 1980, 393参照。
（２９）Bas M. F. van Iersel, Mark : A Reader−Response Commentary, English translation from Dutch by Willy H.
Bisscheroux, JSNTSup 164, Sheffield : Sheffield Academic Press, 1998, 436参照。
（３０）William L. Lane, The Gospel According to Mark : The English Text with Introduction, Exposition and Notes,








     

ラト〕に答えて言う、『あなたがそう言っているのだ』」（ο δε αποκριθειϛ αυτω λεγει・
 συ λεγειϛ）と応答した場面である。これはピラトの尋問に正面から応答せず、相手
の策略をかわそうとする巧みな応答である（32）。
























      の描写に、「だがピラトは再び彼らに答えて言った」（ο δε Πιλατοϛ παλιν αποκριθειϛ































者の右に座し、天の雲と共にやって来るのを見るであろう」（14 : 62 b）という言葉
の有無である。マルコ受難物語において、イエスは大祭司の審問に対してはこのよう
──────────────
      （３４）「わたしがそうだということをあなたが言ったのだ」（συ ειπαϛ οτι εγω ειμι）というイエスのこの応
答は、カイサリア系の写本の読みに従ったものである。ネストレはアレクサンドリア系と西方系の
  写本の読み（「わたしがそうだ（εγω ειμι）」）を採用しているが、田川建三『新約聖書 訳と註 1──
マルコ福音書・マタイ福音書』作品社、2008年、452−454頁が詳細に論じているように、このテク
ストは「より困難な読み」であるカイサリア系の写本の読みを採る方が適切である。なお、カイサ
リア系の写本の読みを採るのは、古くは Burnett H. Streeter, The Four Gospels : A Study of Origins, Lon-
don : Macmillan, 1924, 322と Vincent Taylor, The Gospel According to Saint Mark, Grand Rapids : Baker,
21950, 568であり、最近では Joel Marcus, Mark 8−16 : A New Translation with Introduction and Commen-





































（３６）百人隊長の告白については、Kelly R. Iverson, A Centurion’s“Confession”: A Performance−Critical
Analysis of Mark 15 : 39, JBL 130/2, 2011, 329−350参照。































  New York : T & T Clark International, 2004, 153−173参照。
（３８）文学的には裁判の場面でのイエスの「黙秘＝沈黙」は神の「沈黙」とパラレルな関係にあると言え
るであろう。そして、イエスの沈黙の背後には、神が絶対に自分を助けてくれるというイエスの期
待が隠されており、そしてイエスのその期待は実はわたしたち読者の期待でもあり、イエスの死は
イエス自身の期待とわたしたち読者の期待が崩れ去ってしまうことを意味する。
（３９）佐藤研『悲劇と福音──原始キリスト教における悲劇的なもの』（人と思想 160）清水書院、2001
年、39−97頁参照。
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